
会  議  要  旨 
（ １／４ ） 

会議の名称 
 
令和７年度第１回川越市立美術館協議会 

 

 
開 催 日 時 

 

令和７年 ５月３０日（金） 
 午後２時００分 開会 ・午後４時００分 閉会 

開 催 場 所 
 
川越市立美術館会議室 

 

議長（委員 
長・会長） 
氏名 

 
宮澤光造 （会長） 

 

出席者（委 
員）氏名 
（人数） 

 山田誠次 （副会長） 

 青柳達雄、吉岡知子、山﨑共子、横山敦子、西野 博、 

 岡部秀子、瀬下洋之 （委 員）        （８人） 

欠席者（委 
員）氏名 
（人数） 

 
なし 

 

事務局職員 
職 氏 名 

美術館 館長  山田明子 
     副館長 折井貴恵 
     副主幹 濵田千里 

会 
議 
次 
第 

１ 開  会 

２ 会長あいさつ 

３ 議  事 

⑴  令和６年度事業報告 

⑵  美術館のあり方について（確認事項） 

⑶  その他 

４ 閉  会 

配 布 資 料 

１ 令和７年度第１回川越市立美術館協議会次第 

２ 川越市立美術館協議会委員名簿 

３ 【資料１】川越市立美術館 令和６年度事業報告 

４ 【資料２】川越市立美術館データ表  

５ 【資料３】川越市立美術館特別展データ表（過去 5年） 

６ 【資料４】特別展の年間回数アンケートについて 

７ 【資料５】美術館のあり方について（確認） 

 



（ ２／４ ） 

議  事  の  経  過 

 
（１） 令和６年度事業報告 
 事務局より資料１～資料４について説明後、委員による詳細確認、質疑応

答が行われた。主な意見は以下のとおり。 

 
■美術館展示 について 

・秋季特別展について。あまり美術館に来るほうではないが楽しめた。「美術」

という枠にとらわれない、こういった特別展もたまにあると良い。 
・夏季に比べ秋季特別展の観覧者数が多かった理由の分析は。 

[事務局]県民の日及び市民の日の２日間、無料観覧日があったためではない

か。 
・秋季特別展で販売したグッズの成果はどうであったか。 

[事務局]川越唐桟のオリジナルグッズを制作販売したが、会期中に完売した。 

 
■教育普及 ■作品管理 ■刊行物 について 

・年報・紀要をホームページ上で公開している館もあり、今後できるとよい。 
・教育普及事業の参加費の幅の理由は。その件で参加者の反応は。 
 [事務局]小学生対象講座は、当初から１００円で、というコンセプトで始め

たもの。一方で、作家主体の講座については、実費換算するとこれくら

いはする。参加費が高額の講座は、参加者数が少なめ傾向にはなる。 
・講座に参加しているこどもからの意見として、制作後の感想を言いたい、

振り返りをしたい、とのこと。また、こどもの意見や作品写真などをホー

ムページに載せられないか。 
 [事務局]ワークショップ２時間の枠のなかで制作がスムーズにいかない回

もあり、感想発表や講評までできない時もあるが、意見は参考にしたい。

作品スナップを撮れた際は X にあげることもある。 
 [事務局]ジュニアアートスクエアは高倍率で、機会を増やしたいが、マンパ

ワーの関係でできかねている。 

 
■美術館施設利用 ■美術館運営管理 について 

・アンケートに寄せられた、トイレ内注意書きの外国語表記についてはぜひ

やるべき。 
・パパ・ママ応援カードによる割引利用者数増加について、紙カードから電

子（LINE との連動）になったことも大きいのではないか。 
・市民ギャラリーの抽選方法について。４月の抽選会は参加団体数がかなり

多かった。そうなると、事前に第二希望までとる今の形ではなく、第一希望

だけで、かぶったところは一律抽選する形のほうがスムーズではないか。 

 



（ ３／４ ） 

議  事  の  経  過 

 [事務局]次回 10 月の抽選会に向けて検討する。また、申込団体数が増えて

いるため、川越市民優先とする考えも検討したい。 
・市民優先の考えに関して。近隣市町の利用者にも、1.5 倍料金を課してもよ

いのではないか。 

 
■特別展の年間回数アンケートについて 

・特別展が年間２回になっているが、会期を長くすることはできないか。特別

展開催の有無で市民ギャラリー観覧者数も変わる。 
 [事務局]作品や借用先の判断などあり、検討を要する。 
・アンケート回答者の多様性を感じる。多くの要望に応えるためにも特別展回

数は増やすべき。 

 
（２） 美術館のあり方について（確認事項） 

 館の改修や作品取得などの局面で常に「館のあり方」を問われるため、館

が考えている「あり方」＝資料５「建設時に定めた基本理念及び美術館建設

委員会最終答申」、との見識でよろしいか、協議会に確認した。 
協議会の結論は、「川越市立美術館のあり方」としては、館建設時に定めた

「基本構想」が現在も生きており、その内容も当時から変更なしとする美術

館の考えと同様であることを確認した。 
なお、特に改修に関し、委員から早期に進めるよう意見等が出された。主

なものは以下のとおり。 

 
・LED 化、設備改修は必須であり、早く進めた方がランニングコスト対策に

もなる。 
・機械・設備類は 20 年もたない。予算的に難しいならリースを取り入れるな

ど、工夫により早期対応が必要。 
・空調と LED、一緒にやったほうがコストは下がる。 
・夏場の気温上昇がこれまでと違っている。市の資産を守るために空調改修

を早く進めるべき。 
・展示により川越らしさを発信するためにも、作品保護のための設備が必要。 
・展示室の 24 時間空調がいまやスタンダードだと言えないのか。 
・観光客の避難所として優先度を高めてはどうか。 
・「空調設備が壊れたらこんな事態になる」ことを強く主張・説明するべき。

実際、全館空調が止まったら誰が責任をとるのか。 
・「あり方」について、具体的に「5 年計画」「10 年計画」などを求められて

いるのではないか。 
・市も収入を重視される時代だ。 

 



（ ４／４ ） 

議  事  の  経  過 

・美術館はそもそも経済活動から切り離すべきでは。 

 
（３） その他 
 事務局より、不確実な段階ではあるが、使用料の値上げを検討しているこ

とを報告した。 

 
 



 

令和７年度 第１回川越市立美術館協議会次第 

 

                  日  時  令和７年５月３０日（金） 

                  午後２時００分～  

場  所  川越市立美術館会議室  

 

 

１  開   会  

 

２  会長あいさつ 

 

３  議   事  

⑴   令和６年度事業報告 

⑵   美術館のあり方について（確認事項） 

⑶   その他 

 

４  閉   会  

 

 

※閉会後、学芸員による常設展展示解説を行います。 

 ぜひご参加ください。 



氏 名 性別 推薦団体・役職 備考

青柳　達雄 男  川越美術協会・会長
３期
(R2-)

吉岡　知子 女  埼玉県立近代美術館・主任学芸員
２期
(R4-)

山﨑　共子 女  川越商工会議所・常議員
３期
(R2-)

横山　敦子 女
 川越市校長会・会員
 （川越市立寺尾小学校校長）

１期
(R6-)

西野　博 男
 埼玉県高等学校長協会
 川越ブロック高等学校長協会・代表
（埼玉県立川越女子高等学校校長）

２期
(R4-)

山田　誠次 男  川越市障害者団体連絡協議会・会長
５期

(H28-) 〇

宮澤　光造 男
 尚美学園大学
 芸術情報学部情報表現学科・教育専任教授

８期
(H21-) ◎

岡部　秀子 女  公募
１期
(R6-)

瀬下　洋之 男  公募
１期
(R6-)

敬称略

◎会長　○副会長

 公募

川越市立美術館協議会委員名簿

任期：令和６年４月１日～令和８年３月３１日

区　分

 関係団体

 社会教育関係

 学校教育関係

 学識経験者
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資料５






























